
朝
来
市
農
業
委
員
会

会
長

石
原

武
美

２
０
２
３
年
も
残
り

少
な
く
な
り
、
も
う
す

ぐ
新
し
い
年
を
迎
え
ま

す
。
長
い
間
、
私
た
ち

の
生
活
を
苦
し
め
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も

５
類
の
扱
い
と
な
り
、

社
会
生
活
も
少
し
落
ち

着
い
て
徐
々
に
以
前
の

よ
う
な
普
通
の
生
活
に

戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
ご
健
勝

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

朝
来
市
農
業
委
員
会

は
、
本
年
７
月
に
農
業

委
員
14
名
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
（
以

下
、
推
進
委
員
）
13
名

で
ス
タ
ー
ト
し
、
数
ケ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
半
数
が
新

任
で
、
女
性
委
員
も
新

し
く
２
名
と
な
り
、
40

代
か
ら
70
代
の
メ
ン
バ
ー

が
揃
い
ま
し
た
。
推
進

委
員
は
新
任
が
10
人
で

20
代
か
ら
70
代
の
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
多
く
の

経
験
を
積
ま
れ
た
方
ば

か
り
で
あ
り
、
今
後
の

活
動
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

農
業
委
員
会
組
織
の

理
念
は
「
か
け
が
え
の

な
い
農
地
と
担
い
手
を

守
り
、
力
強
い
農
業
を

つ
く
る
〝
か
け
橋
〟
」

と
さ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
委
員
は
こ
の
理
念
に

添
い
、
農
地
法
に
基
づ

く
許
認
可
な
ど
の
的
確

な
審
議
を
は
じ
め
、
農

地
利
用
の
最
適
化
（
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
）
等
、

か
け
が
え
の
な
い
豊
か

な
農
地
や
地
域
を
守
る

た
め
の
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
各
地

域
で
地
域
の
農
業
・
農

地
・
担
い
手
等
の
将
来

の
あ
り
方
を
示
す
「
地

域
計
画
」
の
作
成
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。
多
く
の
地

区
で
農
業
者
の
高
齢
化

が
進
行
し
て
お
り
、

「
今
、
耕
作
し
て
い
る

田
畑
は
、
自
分
が
出
来

な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
？
」
等
、
農
業

者
は
多
く
の
不
安
を
抱

え
て
い
る
の
が
現
実
で
、

今
進
め
て
い
る
「
地
域

計
画
」
の
作
成
は
大
変

重
要
な
事
で
す
。
今
ま

で
地
域
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
守
り
続
け
て
き
た

農
地
を
、
次
の
世
代
に

着
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

「
地
域
計
画
」
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

農
地
を
守
る
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
生
活
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
日
本

人
の
食
生
活
、
そ
し
て

地
域
の
自
然
・
環
境
、

そ
し
て
農
業
を
基
本
と

し
た
昔
か
ら
の
人
々
の

文
化
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
、
活
動
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
７
月
の
改
選
に

伴
い
、
専
門
委
員
会
の

委
員
構
成
が
変
わ
り
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
は
農
業

者
の
代
表
機
関
と
し
て
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
て
い
る
行
政
機
関

で
す
。

農
業
委
員
会
に
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
合
同

で
３
つ
の
専
門
員
会
を

運
営
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
で
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（
新
委
員
の
担
当
地
区

は
裏
面
）

委
員
長

米
田

利
秋

副
委
員
長
（
書
記
）

藤
井

幸
三

委
員篠

岡

昌
代

伊
藤

孝
行

島
田

義
弘

足
立

哲
夫

笠
垣

肇

鴨
谷

康
隆

松
本

晃

【
取
り
組
み
内
容
】

施
策
の
提
案
及
び
意

見
書
の
提
出
な
ど
、
農

業
者
の
声
を
市
の
農
業

施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
。

委
員
長

米
田

隆
至

副
委
員
長
（
書
記
）

髙
本

知
宜

委
員佐

野

伸
夫

西

好
朗

石
原

武
美

小
山

忠
幸

白
瀧

英
雄

中
尾

孝
幸

中
島

勝
也

【
取
り
組
み
内
容
】

遊
休
農
地
の
解
消
、

違
反
転
用
対
策
な
ど
、

市
内
の
農
地
全
般
に
お

い
て
、
有
効
な
対
策
を

協
議
し
、
農
地
の
有
効

利
用
を
図
る
こ
と
。

委
員
長

大
田
垣

強

副
委
員
長
（
書
記
）

吉
井

忠
大

委
員寺

前

信
龍

細
見

和
範

小
田

彰
子

奥

武
史

梶
原

泰
輔

坪
井

良
尚

久

洋
平

【
取
り
組
み
内
容
】

農
業
委
員
会
だ
よ
り

の
発
行
、
委
員
の
資
質

の
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

朝
来
市
農
業
委
員
会

で
は
農
地
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
毎
年
、
遊
休

農
地
の
実
態
把
握
や
、

農
地
の
違
反
転
用
な
ど

の
早
期
発
見
・
発
生
防

止
の
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
で
地
域
ご

と
に
７
つ
の
班
を
編
成

し
、
８
月
21
日
か
ら
31

日
の
う
ち
７
日

間
に
か
け
て
市

内
各
地
域
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
把
握
し

た
遊
休
農
地
は
、

市
内
全
体
で
約

23
㌶
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年

度
の
調
査
に
お

い
て
、
把
握
し

て
い
る
遊
休
農

地
が
解
消
さ
れ

て
い
る
か
ど
う

か
、
新
た
に
遊

休
農
地
化
し
た

農
地
が
な
い
か

を
中
心
に
、
市

内
各
地
の
農
地

を
確
認
し
ま
し

た
。農

業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手

の
不
足
に
よ
り
、

農
地
の
管
理
に

手
が
回
ら
ず
、

遊
休
農
地
化
し

や
す
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
な
ん
と
か
地

域
の
農
地
を
守
ろ
う
と

各
地
域
で
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
農

業
研
修
生
と
し
て
新
た

に
農
業
を
始
め
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
る
方
々
も

い
ま
す
。
地
域
の
農
地

を
今
後
も
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
地
域
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
は
と
て

も
有
効
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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あ
さ
ご

農
業
委
員
会
だ
よ
り

総
会
で
の
審
議
件
数

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

ー
地
域
農
業
の

未
来
に
向
け
て
ー

今
期

専
門
委
員
会
の

構
成
に
つ
い
て

農
政
委
員
会

農
地
委
員
会

広
報
研
修
委
員
会

農業委員・推進委員研修会の様子

令
和
５
年
度

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

出
発
前
の
打
合
せ

審議内容 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 計

農地法第３条 農地の売買・貸借 ２ ３ ５ ７ ５ ４ ７ ３ ６ ４２

農地法第４条 農地の自己転用 １ １ １ １ ４

農地法第５条 農地の転用売買・貸借 ３ ２ １ ２ ２ ２ ２ １４

非農地証明申請 １ １ ５ ３ １ １ ６ １８

農業経営基盤強化促進法による農地の貸借 ５ 158 166 69 ４ ６ １ ４ ６ 419

調
査
の
様
子



生
野
区
域

農
業
委
員寺

前

信
龍

令
和
５
年
度
か
ら
農

業
委
員
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
に
な
り
、
初
め

て
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
致
し
ま
し
た
。

担
当
地
区
は
生
野
町

全
域
と
朝
来
第
３
区
域

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し

た
。
こ
の
地
域
は
朝
来

市
の
中
で
も
特
に
中
山

間
地
域
に
あ
た
り
、
担

い
手
不
足
、
狭
小
農
地
、

と
悪
条
件
が
特
に
顕
著

に
み
ら
れ
る
地
域
で
す
。

ま
た
、
人
口
の
減
少
と

高
齢
化
も
同
様
で
す
。

近
年
で
は
鳥
獣
害
も
増

え
て
お
り
、
対
策
が
急

が
れ
ま
す
。

今
後
は
地
域
ぐ
る
み

の
遊
休
農
地
の
活
用
等

に
つ
い
て
の
取
り
組
み

が
急
が
れ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

和
田
山
第
５
区
域

推
進
委
員梶

原

泰
輔

令
和
５
年
７
月
か
ら

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
責
任
を
感
じ
る
と

同
時
に
や
り
が
い
も
感

じ
て
い
ま
す
。
３
年
の

任
期
中
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。

８
月
31
日
に
和
田
山

第
５
区
域
で
あ
る
竹
田

地
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
関
係
者
４
名
で
行

い
ま
し
た
。
初
め
て
の

活
動
で
し
た
が
来
年
は

ま
た
違
っ
た
視
点
で
見

え
る
も
の
も
あ
る
の
か

も
？
と
期
待
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
の
感

想
で
す
が
、
竹
田
地
域

は
も
と
よ
り
朝
来
市
内

は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

圃
場
整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
辺
縁
部
で

は
圃
場
整
備
が
行
わ
れ

ず
に
残
さ
れ
た
昔
な
が

ら
の
小
さ
な
農
地
、
特

に
林
野
に
接
す
る
農
地

の
荒
廃
が
酷
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
し
た
。
後
継

者
が
い
な
い
ま
ま
担
い

手
も
見
つ
か
ら
ず
に
、

地
権
者
が
高
齢
化
し
管

理
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ

て
い
る
事
例
が
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
計
画
の

策
定
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
耕
作
に
問
題

な
い
農
地
で
あ
れ
ば
土

地
利
用
型
農
業
者
が
担

い
手
に
な
っ
て
も
ら
え

ま
す
が
、
耕
作
不
利
な

農
地
を
預
か
る
農
業
者

は
ほ
ぼ
い
な
い
で
し
ょ

う
。
中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
や
多
面
的
機

能
支
払
制
度
へ
の
取
組

み
に
よ
り
農
地
や
周
辺

の
管
理
が
向
上
し
、
地

域
計
画
に
よ
り
農
地
の

将
来
像
が
明
確
化
さ
れ

る
一
方
で
、
各
制
度
や

地
域
計
画
の
対
象
と
な

ら
な
い
農
地
へ
の
取
組

み
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

山
東
第
４
区
域

推
進
委
員坪

井

良
尚

８

月
24
日
に
、
推
進

委
員
に
な
っ
て
初
め
て

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に

参
加
し
ま
し
た
。
地
元

に
い
な
が
ら
、
中
に
は

細
い
道
を
登
っ
て
い
っ

た
山
手
の
場
所
に
田
畑

が
あ
る
こ
と
に
驚
き
、

地
域
の
方
々
が
こ
れ
ま

で
日
々
苦
労
し
て
農
地

を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
事

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
耕
作
放
棄

地
も
想
像
以
上
に
多
く

あ
り
、
農
地
の
荒
れ
ゆ

く
姿
に
胸
が
痛
む
思
い

で
し
た
。

今
後
、
推
進
委
員
と

し
て
微
力
な
が
ら
も
農

地
が
守
れ
る
よ
う
推
進

活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

朝
来
第
１
区
域

推
進
委
員久

洋
平

今
年
度
か
ら
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
に

な
り
、
初
め
て
の
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
で
し
た
。

私
の
担
当
す
る
地
域

で
は
、
集
落
か
ら
離
れ

た
周
囲
が
山
に
囲
ま
れ

た
圃
場
や
法
面
の
広
い

圃
場
に
遊
休
農
地
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
地
に
も
少
し
で

す
が
遊
休
農
地
が
出
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

農
家
の
後
継
者
不
足

は
あ
ち
こ
ち
で
叫
ば
れ

て
お
り
、
農
地
を
継
い

で
く
れ
る
担
い
手
が
お

ら
ず
困
っ
て
い
る
地
域

は
少
な
く
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
私
の
よ
う
な
新
規

就
農
者
は
、
地
域
と
の

繋
が
り
が
十
分
に
な
い

た
め
に
農
地
集
め
に
苦

心
し
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。

今
後
は
農
地
の
後
継

者
を
探
し
て
い
る
方
と

耕
作
面
積
を
増
や
し
た

い
担
い
手
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
よ
り
重
要
に
な
り

ま
す
。
朝
来
市
に
は
私

の
よ
う
に
市
外
か
ら
移

住
し
農
業
に
取
り
組
む

新
規
就
農
者
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
担
い
手

に
困
っ
て
い
る
地
域
の

方
に
は
是
非
、
彼
ら
を

担
い
手
の
一
人
と
し
て

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

よ
り
強
固
な
地
域
計
画

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の

改
選
後
、
最
初
の
農
業

委
員
会
だ
よ
り
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
年
二
回
の

発
行
と
な
り
、
中
身
の

濃
い
委
員
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
広
報
・
研
修

委
員
一
同
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
も

刷
新
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
発
想
で
お
届
け

で
き
る
と
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
大
田
垣
）

第22号 あさご農業委員会だより

編
集
後
記

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え
て

生野区域

和田山第1区域

和田山第2区域

和田山第3区域

和田山第5区域

朝来第1区域

和田山第4区域

山東第1区域

山東第2区域

山東第3区域

山東第4区域

朝来第2区域

朝来第3区域

生野地域

和田山地域

山東地域

朝来地域

生野1区 生野2区 生野3区 生野4区 生野5区 生野6区 生野新町 奥銀谷 小野

生野緑ヶ丘 竹原野 上生野 黒川 猪野々 白口 円山 小田和 菖蒲沢 北真弓

南真弓 川尻 栃原

林垣 緑ヶ丘 秋葉台1区 秋葉台2区 秋葉台3区 秋葉台4区 寺内 万葉台 高生田

室尾 市場 和田 竹ノ内 内海 朝日

寺谷 東谷 平野 土田 西土田 宮田 高瀬 法道寺 岡 芳賀野 宮内 高田

和田山上町 和田山京口 和田山本町 和田山新町 枚田 市御堂 比治 法興寺

立ノ原 枚田岡 玉置 桑原 柳原 駅北 駅前

白井 宮 久田和 東和田 中 野村 岡田 弥生が丘1区 弥生が丘2区

竹田下町 米屋町 観音町 中町 竹田上町 竹田新町 殿町 旭町 東町 栄町

安井 殿 三波 藤和 久留引 加都 筒江 久世田 城南台

滝田 大垣 下町 中町 川原町 上ゲ町 末歳 新堂 大内 塩田 野間 田ノ口 金浦

諏訪 大月 向大道 楽音寺 清水町 小谷

田中 西地 西谷 比叡 東 柴 一品 上早田 早田 和賀

柊木 溝黒 山歳 喜多垣 迫間 与布土 森 三保 越田 柿坪

物部 桑市 上八代 立脇 愛タウン 多々良木 石田 伊由市場 澤 山内 納座

川上

山口 立野 新井1区 新井2区 新井3区 元津 上岩津

八代 山本 土肥 老波 佐中 平野 神子畑 羽渕 口田路 中田路 奥田路

寺前 信龍 白瀧 英雄

伊藤 孝行 中島 勝也

島田 義弘 小山 忠幸

篠岡 昌代 笠垣 肇

西 好朗 吉井 忠大

髙本 知宜 梶原 泰輔

藤井 幸三 松本 晃

佐野 伸夫 奥 武史

石原 武美
中尾 孝幸

小田 彰子

細見 和範

米田 隆至

大田垣 強

米田 利秋

坪井 良尚

久 洋平

鴨谷 康隆

足立 哲夫

地域 区域 地 区 名 農業委員名 推進委員名

朝来市農業委員・農地利用最適化推進委員担当地区一覧 任期 令和５年７月20日～令和８年７月19日

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う詳しくは、農業委員会事務局、またはＪＡにお問い合わせください。


